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「
元
始
祭
」並
び
に「
紀
元
節
祭
」創
始
の
思
想
的
源
流
と
二
祭
処
遇
の
変
遷
に
つ
い
て

大

岡
　

弘

一
．
は
じ
め
に

　

明
治
四
十
一
年
九
月
十
八
日
、「
皇
室
祭
祀
令
」
が
同
年
初
の
皇

室
令
第
一
号
と
し
て
裁
可
さ
れ
、
公
布
さ
れ
た
（
官
報　

九
月
十
九

日
）。
そ
の
第
九
条
に
は
、「
皇
位
」
と
深
い
係
り
を
有
す
る
「
元
始

祭　

一
月
三
日
」
と
「
紀
元
節
祭　

二
月
十
一
日
」
の
二
祭
が
、
他

の
十
一
種
の
祭
典
と
と
も
に
「
大
祭
」
と
規
定
さ
れ
て
い
た
（
（
（

。
他
の

祭
典
と
は
、
①
長
き
伝
統
を
有
す
る
「
神
嘗
祭
」
と
「
新
嘗
祭
」、

②
合
同
祭
と
し
て
の
春
分
日
、
秋
分
日
を
除
け
ば
、
崩
御
日
に
斎
行

さ
れ
る
孝
敬
追
遠
の
皇
霊
祭
祀
た
る
「
春
季
皇
霊
祭
」、「
神
武
天
皇

祭
」、「
秋
季
皇
霊
祭
」、「
先
帝
祭
」、「
先
帝
以
前
三
代
ノ
式
年
祭
」、

「
先
后
ノ
式
年
祭
」、「
皇
妣
タ
ル
皇
后
ノ
式
年
祭
」、
③
神
恩
報
賽
の

神
祇
祭
祀
た
る
「
春
季
神
殿
祭
」、「
秋
季
神
殿
祭
」
の
十
一
種
の
祭

典
で
あ
る
。
こ
れ
ら
計
十
三
種
の
皇
室
祭
祀
「
大
祭
」
の
う
ち
、
神

嘗
祭
、
新
嘗
祭
の
二
祭
以
外
は
、
全
て
、
明
治
維
新
以
後
の
創
定
に

係
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
（
（

。
し
か
し
、
明
治
初
期
に
創
始
さ

れ
た
諸
祭
典
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
れ
ら
の
思
想
的
源
流
と
も
呼
ぶ
べ

き
歴
史
の
流
れ
が
、
明
治
維
新
の
以
前
に
長
き
に
わ
た
り
存
す
る
の

で
あ
る
。
本
稿
で
は
、「
皇
位
の
尊
厳
」
に
深
く
係
る
明
治
新
定
の

重
要
な
る
祭
典
、「
元
始
祭
」
と
「
紀
元
節
祭
」
の
二
祭
に
的
を
絞

り
、
二
祭
創
始
の
思
想
的
源
流
の
一
端
を
垣
間
見
る
と
と
も
に
、
皇

室
祭
祀
、
神
宮
祭
祀
、
神
社
祭
祀
の
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
お
い
て
、

維
新
以
降
今
日
ま
で
そ
れ
ら
の
二
祭
が
い
か
な
る
処
遇
を
受
け
て
き

た
か
を
、
祭
典
の
格
式
の
変
遷
と
い
う
視
点
か
ら
通
観
・
回
顧
す
る
。

以
っ
て
、
今
日
に
お
け
る
課
題
の
把
握
を
試
み
た
い
。

二
．
皇
室
祭
祀
「
元
始
祭
」
の
創
始

　

明
治
天
皇
は
、
明
治
四
年
十
一
月
十
七
日
、
東
京
城
（
皇
居
）
で

大
嘗
祭
を
斎
行
遊
ば
さ
れ
た
。
そ
の
八
ヵ
月
前
の
明
治
四
年
三
月
に

神
祇
官
が
上
申
し
た
大
嘗
祭
執
行
の
要
旨
文
に
は
、
次
の
表
現
が
用
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い
ら
れ
て
い
た
（
（
（

。

大
甞
ノ
權
輿
天
孫
瓊
瓊
杵
尊
即
位
高
千
穗
宮
天
降
元
年
ニ
起
ル

爾
來
歴
朝
即
位
元
年
ヨ
リ
始
メ
毎
歳
新
穀
ヲ
以
テ
新
甞
ノ
儀
ア

リ

　

ま
た
、
同
年
十
一
月
に
神
祇
省
が
臣
民
一
般
に
示
し
た
告
諭
書
に

も
、
同
趣
旨
の
文
言
が
見
ら
れ
る
（
（
（

。

大
甞
會
之
儀
ハ
天
孫
瓊
瓊
杵
尊
降
臨
ノ
時
天
祖
天
照
大
御マ

マ

神
詔

シ
テ
豐
葦
原
瑞
穗
國
ハ
吾
御
子
ノ
所シ

ラ

知サ
ム

國ク
ニ

ト
封
シ
玉
ヒ
乃
チ
齋

庭
ノ
穗
ヲ
授
ケ
玉
ヒ
シ
ヨ
リ
天
孫
日
向
高
千
穗
宮
ニ
天
降
マ
シ

マ
シ
始
テ
其
稻
種
ヲ
播ホ

ド
コシ
テ
新
穀
ヲ
聞
食
ス
是
レ
大
甞
新
甞
ノ

起
原
也
是
ヨ
リ
御
歴
代
年
々
ノ
新
甞
祭
ア
リ

　

こ
れ
ら
に
よ
り
、「
国
家
第
一
ノ
重
事
」
た
る
大
嘗
祭
斎
行
の
意

義
づ
け
に
お
い
て
も
、
神
祇
官
―
神
祇
省
の
官
員
達
は
瓊
瓊
杵
尊
の

天
孫
降
臨
を
い
か
に
重
視
し
て
い
た
か
が
分
か
る
。
こ
の
明
治
四
年

三
月
の
段
階
で
は
、「
瓊
瓊
杵
尊
即
位
（
中
略
）
元
年
」
と
い
う
注

目
す
べ
き
表
現
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
表
現
は
、
大
国
隆
正
の

『
馭
戎
問
答
』
に
「
第
一
革
運
」
の
説
明
と
し
て
同
一
の
表
現
が
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（
（
（

、
隆
正
の
思
想
の
影
響
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
維
新
期
に
皇
室
祭
祀
の
確
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
福

羽
美
静
は
、
大
国
隆
正
の
門
下
で
あ
る
。

　

神
祇
省
は
、
明
治
四
年
の
十
月
以
前
に
、
正
月
三
日
行
幸
の
祭
典

等
に
関
す
る
以
下
の
「
神
祇
省
伺
」
を
、
太
政
官
正
院
へ
上
申
し
て

い
た
（
（
（

。
こ
の
伺
は
、
同
年
十
月
二
十
九
日
に
聴
許
さ
れ
た
。

正
月
三
日　

行
幸
ノ
祭
典
自
今
更
ニ
元
始
祭
ト
稱
シ　

天
孫
降

臨
天
日
嗣
ノ
本
始
ヲ
歳
首
ニ
祀
ル
事
義
ニ
於
テ
然
ン
即　

皇
祖

瓊
々
杵
尊
ヲ
始
メ　

御
歴
代
皇
靈
ヲ
奉
祀
ス
可
シ　

神
武
天
皇

遥
拜
儀
今
年
既
ニ
権
輿
ア
リ　

皇
太
神
宮
御
拜
式
又
既
ニ
起
ル

右
元
始
祭
ト
併
テ
三
祭
海
内
普
ク
遵
行
セ
シ
メ
乃　

天
祖
ノ
徳

澤
ヲ
崇
奉
シ　

天
孫
開
國
ノ
本
始
ヲ
祝
シ　

神
武
ノ
創
業
ヲ
追

尊
ス
此
三
祭
國
家
ノ
大
典
ニ
シ
テ　

人
主
ノ
以
テ
天
職
ヲ
始
メ

玉
フ
所
億
兆
一
民
モ
忽
諸
ス
可
カ
ラ
サ
ル
ノ
國
律
タ
ル
可
シ

　

同
日
、「
四
時
祭
典
定
則
」
が
制
定
さ
れ
た
（
（
（

。
そ
の
定
則
の
中
で

祭
典
は
大
祭
、
中
祭
、
小
祭
の
三
種
に
分
類
さ
れ
た
が
、
以
下
の
五

祭
は
、「
天
皇
親
祭
」、「
皇
后
御
拜
」
と
特
別
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
、

最
上
位
の
「
大
祭
」
中
の
、
最
高
位
の
祭
典
と
定
め
ら
れ
た
。
す
な

わ
ち
、
こ
の
五
祭
の
一
つ
で
あ
る
皇
室
祭
祀
「
元
始
祭
」
は
、
創
始

当
初
か
ら
「
最
高
の
大
祭
の
一
つ
」
と
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

元
始
祭
正
月
三
日
於

皇
廟
祭
之	

皇
太
神
宮
遥
拜
九
月
十
七

日
同
上

神
武
天
皇
祭
三
月
十
一

日
同
上	

孝
明
天
皇
祭
十
二
月
二
十

五
日
同
上

新
甞
祭
十
一
月
卯
日

於
神
嘉
殿
代

　

こ
こ
に
「
皇
廟
」
と
あ
る
の
は
、
賢
所
と
皇
霊
の
こ
と
で
、
御
歴

代
の
皇
霊
は
、
こ
の
時
、
賢
所
の
内
陣
に
奉
祀
さ
れ
て
い
た
。

　
「
元
始
祭
」
創
始
の
趣
旨
は
、
前
述
の
「
神
祇
省
伺
」
に
あ
る
通

り
、
天
孫
降
臨
天
日
嗣
の
本
始
、
す
な
わ
ち
、
天
皇
の
御
位
の
大
元
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（
遠
源
）
を
年
々
歳
首
に
偲
ば
れ
て
、
祖
宗
神
祇
を
祭
ら
れ
る
所
に

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
に
示
す
皇
祖
・
天
照
大
神
の
神
勅
（
（
（

を
奉

じ
て
、
皇
孫
・
瓊
瓊
杵
尊
が
こ
の
国
土
に
降
臨
さ
れ
、
皇
位
の
大
元

を
確
立
な
さ
れ
た
神
話
的
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。

葦
原
千
五
百
秋
之
瑞
穗
國
、
是
吾
子
孫
可
レ

王
之
地
也
。
宜
爾

皇
孫
、
就
而
治
焉
。
行
矣
。
寶
祚
之
隆
、
當與

二

天
壌
一

無
レ

窮

者
矣
。

　

こ
の
『
日
本
書
紀 

巻
第
二
』、「
神
代
下
」
の
記
述
等
に
基
づ
い

て
、
元
始
祭
は
、
年
頭
最
初
の
大
祭
と
し
て
明
治
四
年
十
月
二
十
九

日
に
「
四
時
祭
典
定
則
」
に
定
め
ら
れ
、
明
治
天
皇
は
、
翌
明
治
五

年
正
月
三
日
、
初
め
て
元
始
祭
を
賢
所
並
び
に
皇
霊
に
て
斎
行
な
さ

れ
た
。
そ
し
て
、
同
日
午
後
に
は
、
神
祇
官
に
行
幸
、
八
神
・
天
神

地
祇
を
も
御
親
拝
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
「
元
始
祭
」
は
、

翌
明
治
六
年
に
は
宮
中
に
て
、
三
殿
（
賢
所
内
々
陣
、
賢
所
内
陣
、
賢

所
御
拝
殿
）
御
親
祭
と
な
っ
て
、
正
式
に
確
立
さ
れ
た
。

三
．
皇
室
祭
祀
「
元
始
祭
」
創
始
の
思
想
的
源
流

　

皇
室
祭
祀
「
元
始
祭
」
の
創
始
は
、
基
本
的
に
は
、『
日
本
書
紀
』

（
七
二
〇
）
に
示
さ
れ
る
天
照
大
神
の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
に
発
す

る
も
の
で
あ
る
か
ら
（
も
ち
ろ
ん
、『
古
事
記
』〈
七
一
二
〉
他
の
古
伝
承

に
も
同
様
の
記
述
が
あ
る
）、「
元
始
祭
」
創
始
に
到
る
そ
の
思
想
的
源

流
を
把
握
す
る
一
つ
の
手
法
と
し
て
は
、
こ
の
「
天
壌
無
窮
の
神

勅
」
の
精
神
が
思
想
と
し
て
い
か
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
か
、
そ
の
事

例
の
流
れ
を
歴
史
上
遡
り
、
こ
れ
を
把
握
す
る
と
い
う
道
が
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
が
第
四
十
四
代
・
元
正
天
皇
に
進
奏
さ
れ
た
翌
年

（
七
二
一
）
か
ら
、
朝
廷
で
は
、
親
王
、
太
政
大
臣
以
下
重
臣
達
の
陪

聴
の
下
、
博
士
や
廷
臣
達
に
よ
っ
て
『
日
本
書
紀
』
の
講
書
（
講
筵
）

が
始
ま
っ
た
。
平
安
時
代
に
は
そ
れ
が
公
的
な
行
事
と
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、「
養
老
五
年
（
七
二
一
）
私
記
」
か
ら
「
康
保
二
年
（
九
六

五
）
私
記
」
ま
で
の
、
多
く
の
「
講
書
の
覚
書
」
が
残
さ
れ
た
。
そ

れ
ら
の
成
果
は
、
卜
部
兼
方
編
著
の
『
釈
日
本
紀
』
二
十
八
巻
（
鎌

倉
中
期
～
後
期
）
と
な
っ
て
結
実
す
る
。
応
仁
の
乱
後
、
皇
室
の
式

微
は
空
前
絶
後
の
も
の
と
な
る
が
、
第
百
三
代
・
後
土
御
門
天
皇
は
、

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）、『
日
本
書
紀
』
の
講
書
を
再
興
し
、
吉

田
兼
倶
を
召
し
て
神
代
巻
を
進
講
せ
し
め
ら
れ
た
。
慶
長
四
年
（
一

五
九
九
）
に
は
、
第
百
七
代
・
後
陽
成
天
皇
の
聖
旨
に
よ
り
、『
日

本
書
紀
』
神
代
巻
上
下
が
印
刷
・
刊
行
さ
れ
た
。
世
に
い
う
「
慶
長

勅
版
本
」
で
あ
る
。

　

朝
廷
で
は
、
天
照
大
神
を
主
祭
神
と
す
る
祭
祀
と
儀
式
が
、
古
く

か
ら
確
立
さ
れ
て
い
た
。「
新
嘗
祭
」
は
上
古
よ
り
斎
行
さ
れ
て
い

た
が
、
第
四
十
代
・
天
武
天
皇
の
御
代
に
は
、「
大
嘗
祭
」
が
創
始

さ
れ
（
六
七
三
）、
第
四
十
一
代
・
持
統
天
皇
の
御
代
に
は
、
神
宮
の

「
式
年
遷
宮
」
が
創
始
さ
れ
た
（
内
宮 

六
九
〇
、
外
宮 

六
九
二
）。
ま
た
、

第
四
十
四
代
・
元
正
天
皇
の
霊
亀
二
年
（
七
一
六
）
六
月
に
は
、
月
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次
祭
の
夜
に
行
わ
れ
る
「
神
今
食
」
が
創
始
さ
れ
、
養
老
五
年
（
七

二
一
）
に
は
、
既
に
「
伊
勢
例
幣
使
」
の
制
度
（
宮
中
神
嘗
祭
の
前
身
）

が
確
立
さ
れ
て
い
た
。
毎
朝
の
重
儀
た
る
「
石
灰
壇
の
御
拝
」
は
、

第
五
十
九
代
・
宇
多
天
皇
（
御
在
位 

八
八
七
―
八
九
七
）
の
御
代
に
は

開
始
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
第
六
十
六
代
・
一
条
天
皇
の
長
保
四
年

（
一
〇
〇
二
）
十
二
月
に
は
、
賢
所
御
神
楽
が
創
始
さ
れ
た
。
こ
れ
ら

の
宮
中
行
事
に
は
中
絶
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
歴

代
天
皇
は
、「
祭
儀
」
と
い
う
具
体
的
な
行
事
を
通
し
て
直
接
天
照

大
神
に
真
向
か
わ
れ
、
そ
の
御
心
を
仰
い
で
お
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

遡
っ
て
、
大
化
元
年
（
六
四
五
）
八
月
五
日
に
は
、
第
三
十
六
代
・

孝
徳
天
皇
が
、
東
国
の
国
司
達
に
詔
を
渙
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
詔
の

冒
頭
に
「
天
神
の
奉う

け
寄よ
さ

し
た
ま
ひ
し
随
に
、
方
今
始
め
て
將
に
萬

國
を
修
め
む
と
す
」
と
あ
っ
て
（『
日
本
書
紀
』）、
大
化
の
改
新
政
治

が
、「
天
神
（
筆
者
註
・
天
照
大
神
）
の
事
依
さ
し
」
に
添
う
べ
き
も

の
で
あ
る
旨
が
宣
言
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
四
十
五
代
・
聖
武
天

皇
の
即
位
の
宣
命
（
七
二
四
）
に
も
、
同
様
の
表
現
が
用
い
ら
れ
て

い
る
（『
續
日
本
紀
』）。

　

一
方
、
歴
代
天
皇
の
御
製
に
は
、「
天
の
石
窟
の
故
事
」
に
つ
い

て
の
御
作
を
含
め
て
、
天
照
大
神
を
仰
ぐ
御
詠
が
多
数
存
在
す
る
（
（
（

。

「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
ま
た
は
「
天
孫
降
臨
」
に
関
連
し
て
詠
ぜ
ら

れ
た
と
判
断
さ
れ
る
御
作
に
は
、
第
九
十
代
・
亀
山
天
皇
、
第
九
十

一
代
・
後
宇
多
天
皇
、
第
九
十
二
代
・
伏
見
天
皇
、
第
九
十
五
代
・

花
園
天
皇
、
第
九
十
七
代
・
後
村
上
天
皇
、
第
九
十
八
代
・
長
慶
天

皇
、
第
百
二
代
・
後
花
園
天
皇
、
第
百
三
代
・
後
土
御
門
天
皇
、
第

百
四
代
・
後
柏
原
天
皇
、
第
百
五
代
・
後
奈
良
天
皇
、
第
百
七
代
・

後
陽
成
天
皇
、
第
百
八
代
・
後
水
尾
天
皇
、
第
百
十
一
代
・
後
西
天

皇
、
第
百
十
二
代
・
霊
元
天
皇
、
第
百
十
五
代
・
桜
町
天
皇
、
第
百

十
六
代
・
桃
園
天
皇
、
第
百
十
七
代
・
後
桜
町
天
皇
、
第
百
十
九

代
・
光
格
天
皇
、
第
百
二
十
代
・
仁
孝
天
皇
、
第
百
二
十
一
代
・
孝

明
天
皇
の
各
御
製
が
あ
る
。

　
「
百
王
相
続
」
と
い
う
言
葉
は
『
古
事
記
』
の
序
に
既
に
見
え
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
百
王
」
と
は
、
本
来
は
多
数
、
無
数
と

い
う
意
味
で
使
わ
れ
、「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
と
一
体
を
な
す
思
想

で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
永
承
七
年
（
一
〇
五
二
）
に
末
法
の
世
に

入
る
と
す
る
末
法
思
想
の
流
行
と
と
も
に
、
こ
の
「
百
王
思
想
」
は
、

百
代
目
の
天
皇
の
と
き
に
国
が
乱
れ
て
滅
亡
す
る
こ
と
を
予
言
し
た

も
の
と
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
保
元
の
乱
（
一
一
五
六
）、
平
治

の
乱
（
一
一
五
九
）
等
、
内
乱
の
打
ち
続
く
中
で
、
こ
の
「
百
王
思

想
」
は
大
き
な
影
響
力
を
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
田
俊
春
氏
の

論
証
に
よ
る
と
、
六
国
史
（
七
二
〇
～
九
〇
一
）
の
後
に
現
わ
れ
た
国

史
は
、
い
ず
れ
も
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
の
立
場
を
受
け
て
「
天
壌

無
窮
の
神
勅
」
を
軽
視
し
、
あ
る
い
は
仏
教
史
観
に
よ
り
皇
運
の
衰

頽
を
必
然
的
な
こ
と
と
し
て
論
じ
て
き
た
。
一
方
、『
延
喜
式
』（
九

二
七
）
の
「
祝
詞
」
は
天
壌
無
窮
の
皇
運
を
祈
り
、
ま
た
、『
古
語
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拾
遺
』（
八
〇
七
）
や
『
旧
事
本
紀
』（
九
世
紀
後
半
）
に
よ
っ
て
、
こ

の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
の
精
神
は
継
承
さ
れ
て
い
た
（
（（
（

。
蒙
古
襲
来

（
一
二
七
四
、
一
二
八
一
）
の
際
の
二
度
に
わ
た
る
暴
風
雨
は
、
祈
願

成
就
の
神
風
で
あ
っ
た
と
信
じ
、
我
が
国
は
神
の
加
護
す
る
神
国
で

あ
る
と
い
う
神
国
思
想
が
大
い
に
勃
興
し
た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
、

「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
と
い
う
皇
位
の
永
続
を
保
障
す
る
伝
統
精
神

は
、
伊
勢
神
道
の
「
神
道
五
部
書
」
を
中
心
に
開
花
す
る
。
伊
勢
外

宮
の
祠
官
・
度
会
家
行
著
『
類
聚
神
祇
本
源
』（
一
三
二
〇
）
は
、
第

九
十
六
代
・
後
醍
醐
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
。

　

こ
の
時
代
に
注
目
さ
れ
る
の
が
、
公
卿
・
北
畠
親
房
が
著
わ
し
た

『
神
皇
正
統
記
』
で
あ
る
。
親
房
の
『
神
皇
正
統
記
』
執
筆
へ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
、
平
田
俊
春
氏
が
詳
細
に
論
証
・
論
述
し
て
い

る
（
（（
（

。
そ
れ
を
紹
介
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
北
畠
親
房
に
深
く

影
響
を
及
ぼ
し
た
書
は
、
前
述
の
『
類
聚
神
祇
本
源
』
で
あ
り
、
家

行
の
『
瑚
璉
集
』（
一
三
二
〇
～
一
三
三
七
）
で
あ
る
。
親
房
は
、
自

著
『
元
元
集
』（
一
三
三
七
～
一
三
三
八
）
と
『
仏
祖
統
記
』（
南
宋
の

僧
・
志
磐
の
著
、
一
二
六
九
）
を
基
に
し
て
、
伊
勢
に
て
国
文
（
和
文
）

の
神
代
史
で
あ
る
『
紹
運
篇
』（
一
三
三
八
）
を
著
わ
し
た
。
こ
れ
と

『
皇
代
記
』（
親
房
が
参
考
に
し
た
書
そ
の
も
の
は
不
詳
で
あ
る
）、
並
び

に
『
仏
祖
統
記
』
を
基
に
し
て
、
延
元
四
年
（
一
三
三
九
）
秋
、
常

陸
の
国
、
筑
波
山
麓
小
田
城
に
お
い
て
、
国
文
の
歴
史
書
と
し
て
は

初
め
て
、
神
代
史
を
冒
頭
に
置
い
た
日
本
通
史
で
あ
る
『
神
皇
正
統

記
』
の
初
稿
本
を
執
筆
し
た
。
さ
ら
に
興
国
四
年
（
一
三
四
三
）
七

月
に
は
、
同
国
関
城
に
お
い
て
、
そ
れ
を
修
訂
し
て
現
在
の
「
流
布

本
」
を
作
っ
た
。
親
房
は
、
伊
勢
神
道
に
よ
っ
て
神
道
へ
導
か
れ
、

自
ら
『
日
本
書
紀
』、『
旧
事
本
紀
』、『
古
語
拾
遺
』
等
を
研
究
し
て
、

こ
れ
ら
の
諸
書
相
互
の
間
に
、
ま
た
そ
の
書
自
体
の
中
に
も
矛
盾
す

る
と
こ
ろ
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
関
城
の
孤
軍
苦
闘
中
の
思
索

を
通
し
て
こ
れ
ら
の
諸
書
を
批
判
分
析
し
、
ま
た
共
通
点
を
見
出
す

こ
と
に
よ
り
、
ま
ず
『
日
本
書
紀
』
の
本
文
を
根
幹
と
し
、
そ
の
中

に
第
一
の
「
一
書
」
の
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
を
取
り
入
れ
、
ま
た
、

第
二
の
「
一
書
」
の
天
忍
穂
耳
尊
へ
の
「
宝
鏡
奉
斎
の
神
勅
」
を
も

そ
の
際
、
三
種
の
神
器
を
授
け
ら
れ
た
と
き
の
も
の
と
し
て
取
り
入

れ
た
。
そ
の
結
果
、『
日
本
書
紀
』
の
成
立
以
来
、
長
い
間
、
不
安

定
な
取
り
扱
い
を
受
け
て
き
た
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
は
、
こ
こ
に

初
め
て
神
代
史
の
中
に
正
し
く
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
親
房

は
、
皇
祖
・
天
照
大
神
よ
り
三
種
の
神
器
を
授
け
ら
れ
た
天
皇
が
、

神
器
に
象
徴
さ
れ
る
三
徳
を
合
わ
せ
て
統
治
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

天
照
大
神
の
御
加
護
を
得
て
子
孫
が
無
窮
に
発
展
し
て
正
統
と
な
る

一
方
、
不
徳
の
天
皇
は
御
加
護
を
得
ら
れ
ず
子
孫
が
絶
え
て
い
る
こ

と
を
皇
位
継
承
の
跡
を
通
し
て
論
じ
、
第
九
十
七
代
・
後
村
上
天
皇

の
君
徳
涵
養
に
資
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
百
代

で
滅
亡
す
る
と
解
す
る
絶
望
的
百
王
思
想
や
末
法
思
想
を
痛
烈
に
批

判
し
、
我
が
国
の
皇
位
永
続
の
伝
統
精
神
を
顕
彰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
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こ
こ
に
『
日
本
書
紀
』、『
古
語
拾
遺
』、『
旧
事
本
紀
』
の
神
代
史
の

諸
説
が
「
一
決
」
し
た
形
と
な
っ
て
、
そ
れ
が
近
世
以
降
、
世
に
広

く
流
布
さ
れ
た
。
特
に
幕
末
に
な
る
と
、『
神
皇
正
統
記
』
は
多
く

の
志
士
達
に
愛
読
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

近
世
に
、
伊
勢
神
道
並
び
に
『
神
皇
正
統
記
』
の
影
響
を
深
く
受

け
た
人
物
に
、
山
崎
闇
斎
が
い
る
。
闇
斎
は
、
明
暦
元
年
（
一
六
五

五
）、「
伊
勢
大
神
宮
儀
式
序
」
を
著
し
た
。
そ
の
書
に
お
い
て
「
天

壌
無
窮
の
神
勅
」
を
力
強
く
掲
げ
、「
是
れ
王
道
の
元
な
り
」
と
説

い
て
い
る
（
（（
（

。『
大
日
本
史
』
は
、
明
暦
三
年
（
一
六
五
七
）、
徳
川
光

圀
の
命
に
よ
り
編
纂
が
開
始
さ
れ
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）、
最
初

の
刻
本
三
十
六
巻
が
水
戸
藩
主
徳
川
治
紀
か
ら
朝
廷
に
献
上
さ
れ
た
。

そ
の
「
巻
之
一
」
神
武
天
皇
の
条
の
冒
頭
部
に
は
、「
天
壌
無
窮
の

神
勅
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
期
水
戸
学
の
代
表
的
人
物
・
藤
田

幽
谷
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
青
山
延
于
著
の
『
皇
朝
史
略
』

に
「
序
文
」
を
寄
せ
、
そ
の
中
で
、「『
大
日
本
史
』
と
『
神
皇
正
統

記
』
と
は
、
代
を
異
に
す
る
が
、
調
を
一
に
し
た
も
の
」
と
、
二
書

を
讃
歎
・
賞
揚
し
た
（
（（
（

。
そ
の
子
・
藤
田
東
湖
は
、
徳
川
斉
昭
の
命
に

よ
り
、
斉
昭
に
代
っ
て
『
弘
道
館
記
』
を
起
草
し
た
。
天
保
八
年

（
一
八
三
七
）
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
含
意
を
人
々

に
十
分
に
呑
み
込
ま
せ
る
た
め
に
、『
弘
道
館
記
述
義
』
を
執
筆
し

た
。
修
訂
を
経
て
完
成
し
た
の
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
で
あ
る
。

東
湖
は
、
そ
の
中
で
「
寶
祚
之
を
以
て
無
窮
」（
原
漢
文
）
に
つ
い
て

詳
し
く
解
説
し
、「
天
壌
無
窮
の
神
勅
」
を
宣
揚
し
た
（
（（
（

。
一
方
、
国

学
の
大
成
者
・
本
居
宣
長
は
、
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）、『
古
事
記

伝
』
一
之
巻
の
一
章
と
し
て
「
直
毘
霊
」
を
世
に
問
う
た
。
そ
の
冒

頭
に
天
照
大
御
神
の
神
勅
「
皇
大
御
国
は
、（
中
略
）
万
づ
千
秋
の

長
秋
に
吾
が
御
子
の
治
ろ
し
め
さ
む
国
な
り
」
を
記
し
、「
天
津
日

嗣
高
御
座
の
、
天
地
の
共
動
か
ぬ
こ
と
は
、
既は

や

く
こ
こ
に
定
ま
り

つ
」
と
述
べ
て
い
る
（
（（
（

。
以
上
の
崎
門
学
、
水
戸
学
、
国
学
を
主
流
と

す
る
勤
皇
思
想
の
流
れ
は
、
薩
長
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
の
志
士
達

に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
や
が
て
こ
の
奔
流
は
、
明
治
維
新
に
向

か
っ
て
流
れ
込
む
。

四
．
皇
室
祭
祀
「
紀
元
節
祭
」
の
創
始

　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
五
年
十
一
月
十
五
日
の
条
に
は
、
皇
室
祭

祀
「
紀
元
節
祭
」
の
創
始
を
告
げ
る
太
政
官
布
告
第
三
百
四
十
二
号
、

並
び
に
第
三
百
四
十
四
号
に
関
す
る
次
の
記
述
が
あ
る
（
（（
（

。

改
暦
の
挙
あ
る
や
、
廷
議
紀
元
を
立
つ
る
に
決
し
、
天
裁
を
仰

ぐ
、
乃
ち
今
明
治
五
年
を
距
る
こ
と
二
千
五
百
三
十
一
年
、
神

武
天
皇
の
橿
原
宮
に
即
位
し
た
ま
へ
る
辛
酉
の
年
を
以
て
紀
元

元
年
と
し
、
且
即
位
の
日
一
月
二
十
九
日
後
、
二
月
十

一
日
に
改
む
を
祝
日
と
定

め
て
祭
典
を
行
ふ
こ
と
を
恒
例
と
為
し
た
ま
ふ
、
是
の
日
、
之

れ
を
公
布
す
、
○
太
政
官
日
誌
、
法
令

全
書
、
法
規
分
類
大
全

　

前
述
し
た
「
四
時
祭
典
定
則
」
に
は
、
紀
元
節
祭
は
含
ま
れ
て
い
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な
か
っ
た
。
明
治
四
年
の
そ
の
段
階
で
は
、
祭
典
自
体
が
ま
だ
創
始

さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
明
治
五
年
十
一
月
十
五
日
発

出
の
前
述
の
太
政
官
布
告
二
つ
を
、
以
下
に
示
す
。

（
太
政
官
布
告
第
三
百
四
十
二
号
）

今
般
太
陽
暦
御
頒
行　

神
武
天
皇
即
位
ヲ
以
テ
紀
元
ト
被
定
候

ニ
付
其
旨
ヲ
被
為
告
候
為
メ
來
ル
廿
五
日
御
祭
典
被
執
行
候
事

（
太
政
官
布
告
第
三
百
四
十
四
号
）

第
一
月
二
十
九
日　

神
武
天
皇
御
即
位
相
當
ニ
付
祝
日
ト
被
定

例
年
御
祭
典
被
執
行
候
事

　
『
明
治
天
皇
紀
』
明
治
五
年
十
一
月
二
十
五
日
の
条
に
は
、
太
政

官
布
告
第
三
百
四
十
二
号
で
布
告
さ
れ
た
祭
典
に
関
す
る
、
次
の
記

述
が
あ
る
。

神
武
天
皇
即
位
の
年
を
紀
元
元
年
と
し
、
即
位
の
日
に
當
れ
る

一
月
二
十
九
日
を
祝
日
と
治
定
せ
る
を
以
て
、
親
し
く
之
れ
を

告
げ
た
ま
は
ん
と
し
、
是
の
日
、
吹
上
御
苑
に
假
に
神
殿
を
設

け
、
神
籬
を
樹
て
て
神
武
天
皇
の
尊
靈
を
鎭
斎
し
、
午
前
九
時

御
拜
あ
ら
せ
ら
る
。

　

ま
た
、
明
治
六
年
一
月
四
日
に
は
、
以
下
の
太
政
官
布
告
第
一
号

が
発
せ
ら
れ
た
。

今
般
改
暦
ニ
付
人
日
上
巳
端
午
七
夕
重
陽
ノ
五
節
ヲ
廃
シ　

神

武
天
皇
即
位
日
天
長
節
ノ
両
日
ヲ
以
テ
自
今
祝
日
ト
被
定
候
事

　

明
治
天
皇
は
、
明
治
六
年
一
月
二
十
九
日
、
初
め
て
、
紀
元
節
祭

相
当
の
祭
典
（
明
治
六
年
の
み
神
武
天
皇
即
位
御
祭
典
と
呼
称
）
を
、
皇

霊
を
開
扉
し
て
親
祭
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
三
月
七
日
、
式
部
寮
の

稟
申
を
納
れ
、
神
武
天
皇
即
位
の
祝
日
を
紀
元
節
と
称
せ
し
め
ら
れ

た
の
で
あ
る
。

　

初
代
・
神
武
天
皇
に
直
接
的
に
係
る
祭
典
に
は
、
崩
御
日
に
斎
行

さ
れ
る
「
神
武
天
皇
祭
」
と
、
即
位
日
に
斎
行
さ
れ
る
こ
の
「
紀
元

節
祭
」
と
が
あ
っ
た
。
明
治
五
年
ま
で
は
、
神
武
天
皇
祭
の
「
夕
の

御
祭
典
」
に
御
神
楽
が
奉
奏
さ
れ
て
い
た
が
、
紀
元
節
祭
が
創
始
さ

れ
た
明
治
六
年
以
降
は
、
紀
元
節
祭
の
「
夕
の
御
祭
典
」
の
方
で
御

神
楽
が
奉
奏
さ
れ
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
明
治
六
年

の
神
武
天
皇
祭
で
は
御
神
楽
は
行
わ
れ
ず
、
祭
祀
の
み
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
御
神
楽
が
奉
奏
さ
れ
る
孝
明

天
皇
祭
（
先
帝
祭
）
と
比
較
し
て
神
武
天
皇
祭
が
あ
ま
り
に
も
軽
い

扱
い
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
、
明
治
七
年
よ
り
、
神
武
天

皇
祭
の
「
夕
の
御
祭
典
」
に
は
東
遊
（
東
游
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
あ
る
（
（（
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
六
年
以
降
に
お
い
て
は
、

紀
元
節
祭
の
方
が
神
武
天
皇
祭
よ
り
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分

か
る
。
す
な
わ
ち
、「
四
時
祭
典
定
則
」
で
「
最
高
の
大
祭
の
一
つ
」

と
定
め
ら
れ
て
い
た
神
武
天
皇
祭
よ
り
も
、
後
に
制
定
さ
れ
た
こ
の

紀
元
節
祭
の
方
が
、
上
位
に
処
遇
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

紀
元
節
祭
は
、
創
始
当
初
か
ら
「
最
高
の
大
祭
の
一
つ
」
で
あ
っ
た
。

　

紀
元
元
年
の
設
定
は
、『
日
本
書
紀 

巻
第
三
』、「
神
日
本
磐
余
彦
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天
皇
」
の
中
の
、
次
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
る
（
（（
（

。

辛
酉
年
春
正
月
庚
辰
朔
、
天
皇
即
二

帝
位
於
橿
原
宮
一。
是
歳
爲
二

天
皇
元
年
一。

五
．
皇
室
祭
祀
「
紀
元
節
祭
」
創
始
の
思
想
的
源
流

　

維
新
政
府
は
、『
日
本
書
紀
』
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
こ
の
神
武

天
皇
御
即
位
の
年
を
我
が
国
の
公
的
な
暦
年
の
開
始
年
（
紀
元
元
年
）

と
定
め
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、「
紀
元
節
祭
」
創
始
の
思
想
的
源

流
を
歴
史
を
遡
り
、
こ
れ
を
た
ず
ね
る
と
す
れ
ば
、
明
治
維
新
以
前

に
、
果
た
し
て
神
武
天
皇
御
即
位
を
記
念
追
憶
す
る
精
神
が
存
在
し

て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
そ
の
精
神
の
一
つ
の
発
露
た
る
「
神
武

天
皇
即
位
紀
元
○
○
○
○
年
」
と
い
う
紀
年
法
ま
た
は
そ
れ
に
類
す

る
表
現
が
、
明
治
維
新
以
前
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、

と
い
う
こ
と
を
確
か
め
る
作
業
と
な
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
は
、
全
三
十
巻
の
う
ち
「
巻
第
一
」、「
巻
第
二
」

を
神
代
巻
と
し
、
第
一
代
・
神
武
天
皇
の
御
事
蹟
を
、
神
代
巻
で
は

な
い
「
巻
第
三
」
と
し
て
記
述
し
た
。
そ
し
て
、「
巻
第
三
」
以
降

の
歴
史
を
編
年
体
で
叙
述
し
た
。
同
時
に
、
そ
れ
以
前
の
天
孫
降
臨

か
ら
神
武
天
皇
御
東
征
開
始
ま
で
の
年
数
を
、「
一
百
七
十
九
萬
二

千
四
百
七
十
餘
歳
」
と
悠
遠
長
大
に
表
現
し
て
、
神
武
天
皇
よ
り
以

前
は
神
代
の
事
蹟
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
神
皇
正
統
記
』
は
、
國
常
立
尊
以
下
を
天
神
七
代
と
し
、
天
照
大

神
を
地
神
第
一
代
と
し
て
地
神
五
代
の
筆
頭
に
置
い
た
。
そ
し
て
、

神
武
天
皇
を
「
神
代
」
で
は
な
く
「
人
ノ
代
」
の
「
人
皇
第
一
代
」

と
し
て
顕
彰
し
た
。『
大
日
本
史
』
は
、
さ
ら
に
徹
底
し
て
、
第
一

代
・
神
武
天
皇
の
御
事
蹟
か
ら
筆
を
起
こ
し
た
。
し
か
し
同
時
に
、

神
武
天
皇
の
条
で
、
天
照
大
神
以
降
の
皇
祖
の
系
譜
を
、
重
要
な
天

孫
降
臨
の
場
面
か
ら
説
き
起
こ
し
て
略
述
し
て
い
る
。
以
上
の
三
書

に
共
通
し
て
見
ら
れ
る
も
の
は
、
天
照
大
神
を
至
高
至
貴
の
皇
祖
神

と
し
て
仰
ぐ
一
方
、
神
武
天
皇
を
「
神
代
」
で
は
な
い
「
人
ノ
代
」

に
お
け
る
第
一
代
の
天
皇
と
し
て
仰
ご
う
と
す
る
心
性
で
あ
る
。

　
『
日
本
書
紀
』
に
次
の
二
つ
の
記
述
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
化

三
年
（
六
四
七
）
四
月
二
十
六
日
に
、
第
三
十
六
代
・
孝
徳
天
皇
は
、

庸
調
を
課
さ
れ
る
詔
を
発
せ
ら
れ
た
。
そ
の
詔
に
は
古
を
回
想
さ
れ

「
始は

つ

治く
に
し
ら
し
し國
皇す
め

祖み
お
や」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
「
皇

祖
」
と
は
神
武
天
皇
を
指
し
た
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、

飯
田
武
郷
著
『
日
本
書
紀
通
釋
』
巻
之
五
十
九
）。
ま
た
、
壬
申
の
乱
（
六

七
二
）
の
時
に
、
第
四
十
代
・
天
武
天
皇
の
側
に
「
神
日
本
磐
余
彦

天
皇
の
陵
に
馬
及
び
種
々
の
兵
器
を
奉
れ
」
と
の
神
託
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
託
宣
の
通
り
に
御
陵
を
祭
り
拝
ま
し
め
、
そ
れ
ら
を
奉
納

し
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
は
、
そ
の
当
時
、
神
武
天
皇
が

崇
敬
の
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
神
武
天
皇
陵
も
整
然
と
し
て
い
た
こ

と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
延
喜
式
』（
九
二
七
）
巻

第
二
十
一
の
諸
陵
寮
の
条
に
は
、
神
武
天
皇
陵
と
し
て
「
畝
傍
山
東
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北
陵
」
の
名
と
そ
の
所
在
地
、
広
さ
等
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　

神
武
天
皇
の
御
即
位
を
追
憶
す
る
朝
廷
行
事
と
考
え
ら
れ
る
も
の

に
、「
朝
賀
（
朝
拝
）
ノ
儀
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
天
皇
が
、
正
月

元
日
の
朝
に
大
極
殿
に
出
御
し
、
皇
太
子
以
下
百
官
の
拝
賀
を
受
け

る
儀
式
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、「
さ
な
が
ら
御
即
位
式
」、
従
っ
て

「
そ
の
濫
觴
と
し
て
の
神
武
天
皇
の
御
即
位
式
」
を
想
起
さ
せ
る
も

の
が
あ
っ
た
。
所
功
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
朝
賀
は
、
も
と
も
と
シ
ナ

伝
来
の
儒
教
的
な
礼
式
で
あ
っ
て
、
大
化
二
年
（
六
四
六
）
か
ら
大

宝
に
至
る
間
に
形
を
整
え
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
前
期
に
か
け
て
、

歳
首
の
主
要
な
朝
儀
と
し
て
盛
大
に
執
り
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

平
安
中
期
に
入
る
頃
か
ら
行
わ
れ
な
く
な
り
、
清
涼
殿
に
お
け
る
小

朝
拝
が
そ
れ
に
替
わ
る
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
（
（（
（

。
第
九
十
七
代
・
御

村
上
天
皇
に
は
、「
朝
拝
の
心
」
を
題
材
に
し
て
橿
原
の
御
代
の
初

め
て
の
即
位
式
を
偲
び
つ
つ
詠
ぜ
ら
れ
た
、
有
名
な
次
の
御
製
が
あ

る
（『
新
葉
和
歌
集
』）。

高
御
座
と
ば
り
か
ゝ
げ
て
か
し
は
ら
の
宮
の
む
か
し
も
し
る
き

春
か
な

　

近
世
の
第
百
七
代
・
後
陽
成
天
皇
は
、
平
生
、「
従
二

神
武
一

百
余

代
孫
」
と
自
署
し
て
お
ら
れ
た
と
い
う
（
（（
（

。
ま
た
、
第
百
二
十
一
代
・

孝
明
天
皇
に
も
、「
百
廿
二
代
孫
統
仁
」
と
自
署
さ
れ
た
も
の
が
あ

る
（
（（
（

（
陽
明
文
庫
所
蔵
『
糸
桜
の
宸
翰
』）。
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
二
月

二
十
四
日
、
こ
の
孝
明
天
皇
は
、
神
武
天
皇
陵
に
勅
使
を
御
差
遣
、

山
陵
修
補
を
開
始
す
る
旨
の
宣
命
を
奉
告
せ
し
め
ら
れ
た
。
同
年
三

月
二
十
八
日
に
は
、
同
山
陵
に
外
患
調
伏
を
祈
ら
れ
る
宣
命
を
、
ま

た
、
同
年
十
二
月
八
日
に
は
、
山
陵
修
補
の
完
工
を
報
告
し
、
併
せ

て
外
患
調
伏
を
祈
ら
れ
る
宣
命
を
奉
告
せ
し
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、

翌
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
五
月
八
日
、
並
び
に
、
元
治
二
年
（
一
八

六
五
）
三
月
十
一
日
に
は
、
神
武
天
皇
陵
に
国
難
平
定
を
祈
ら
せ
ら

れ
る
宣
命
を
、
そ
れ
ぞ
れ
勅
使
を
し
て
奉
告
せ
し
め
て
お
ら
れ
る
（
（（
（

。

　

一
方
、
幕
府
の
側
で
は
以
下
の
動
き
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
幕

府
政
権
の
祖
・
源
頼
朝
は
、
開
幕
十
年
前
の
養
和
二
年
（
一
一
八
二
）

二
月
八
日
、
御
願
書
を
伊
勢
の
内
宮
に
奉
納
し
た
。
そ
の
書
中
に

「
賴
朝
が
遠
祖
を
訪
ぬ
れ
ば
、
神
武
天
皇
初
め
て
、
日
本
國
豐
葦
原

水
穗
に
、
濫
觴
せ
し
め
て
、
五
十
六
代
に
相
當
れ
る
、
淸
和
天
皇
の

第
三
の
孫
よ
り
武
藝
に
携
り
て
、
國
家
を
護
り
、
衞
官
に
居
て
、
朝

威
を
耀
か
す
。」（
原
漢
文
）
と
あ
る
（
（（
（

。
頼
朝
は
、
第
一
代
・
神
武
天

皇
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。

　

元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
秋
、
将
軍
綱
吉
の
召
致
を
受
け
て
江
戸

に
滞
在
し
て
い
た
徳
川
光
圀
は
、
神
武
天
皇
陵
等
の
修
補
、
並
び
に
、

宏
麗
美
を
尽
し
た
神
殿
を
創
建
し
神
武
天
皇
を
奉
斎
す
べ
き
旨
を
建

言
し
よ
う
と
し
て
、
家
臣
の
儒
者
・
森
尚
謙
（
儼
塾
）
に
命
じ
て
上

表
文
を
起
草
せ
し
め
た
と
い
う
（
（（
（

。
尚
謙
の
そ
の
文
に
、「
夫
れ
神
武

天
皇
吾
が
大
八
洲
を
開
き
た
ま
ひ
、
兇
徒
を
殄
尽
し
、
洪
基
を
創
造

し
、
其
の
功
徳
巍
々
と
し
て
万
世
之
を
仰
ぎ
ま
つ
る
、
宜
し
く
彌
々
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そ
の
廟
を
敬
し
、
彌
々
其
の
祭
を
厳
に
し
、
威
霊
を
億
兆
に
光
被
す

べ
き
も
の
也
、（
中
略
）
世
人
神
祖
天
照
大
神
を
拝
す
る
を
知
り
て
、

而
し
て
帝
祖
神
武
天
皇
を
拝
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
近
世
の
陵
墓
を

敬
す
る
を
知
り
て
先
王
の
山
陵
を
敬
す
る
を
知
ら
ず
。」（
原
漢
文
）

と
あ
る
（『
儼
塾
集
』）。
ま
た
、
三
年
半
後
の
元
禄
十
一
年
（
一
六
九

八
）
三
月
に
、
尚
謙
が
世
子
の
学
問
に
資
す
る
た
め
に
執
筆
し
た
と

い
う
『
二
十
四
論
』
中
の
、「
日
本
、
唐
に
優
る
八
」
の
「
一 

皇
祚
」

の
項
に
は
、「
恭
し
く
惟
ふ
に
、
我
が
大
日
本
は
、
天
神
七
代
、
地

神
五
代
、
其
の
嗣
を
神
武
天
皇
と
稱
し
奉
る
。
其
の
即
位
元
年
辛
酉

よ
り
今
元
禄
十
一
年
戊
寅
に
至
る
ま
で
二
千
三
百
五
十
八
年
。
皇
嗣

承
繼
、
聖
代
の
數
一
百
十
四
代
（
後
略
）」
と
あ
る
（
（（
（

。
尚
謙
に
あ
っ

て
は
、「
帝
祖
・
神
武
天
皇
」
は
極
め
て
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
。

　

徳
川
斉
昭
は
、
こ
の
光
圀
の
念
願
を
回
顧
し
、
事
を
神
武
天
皇
陵

の
本
格
的
修
補
に
絞
っ
て
、
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
、
来
た
る

皇
紀
二
千
五
百
年
（
天
保
十
一
年
）
の
記
念
事
業
と
し
て
こ
れ
の
実

現
を
図
る
べ
く
幕
府
に
建
議
し
た
。
こ
の
修
陵
事
業
は
、
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
に
宇
都
宮
藩
に
よ
っ
て
実
現
す
る
。
前
述
し
た
孝
明
天

皇
の
神
武
天
皇
陵
勅
使
御
差
遣
が
そ
れ
で
あ
る
。

　

藤
田
東
湖
の
『
弘
道
館
記
述
義
』（
一
八
四
七
）
に
は
、
次
の
記
述

が
あ
る
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、「
正
史
の
紀
年
は
神
武
天
皇
辛
酉
元
年
に
始

ま
る
、
辛
酉
よ
り
今
に
至
る
迄
、
二
千
五
百
有
餘
歳
、
神
代
を
通
じ

て
之
を
算
す
れ
ば
、
凡
そ
幾
千
萬
年
な
る
を
し
ら
ざ
る
な
り
」（
原

漢
文
）。
こ
の
時
点
で
、
東
湖
は
、
実
に
明
快
に
「
神
武
天
皇
即
位

紀
元
」
を
宣
揚
し
て
い
る
。

　

津
和
野
藩
士
・
大
国
隆
正
の
『
本
學
擧
要
』（
一
八
五
四
―
一
八
五

五
）
に
は
、
次
の
記
述
が
あ
る
（
（（
（

。

西
洋
は
、
本
を
と
り
た
が
へ
て
あ
り
と
い
ふ
は
、
國
王
を
本
に

た
て
ず
し
て
、
敎
主
を
も
と
に
た
つ
る
を
い
ふ
。
西
洋
に
て
紀

元
千
八
百
五
十
年
と
い
ふ
は
、
敎
主
を
本
に
し
て
い
ふ
な
り
。

こ
れ
を
も
て
し
る
べ
し
。

お
の
れ
は
こ
れ
に
反
し
て
、
日
本
國
の
國
体
を
あ
ら
は
し
、

神
武
天
皇
を
本
と
し
て
、
中
興
紀
元
（
引
用
者
註
・
神
武
天

皇
即
位
紀
元
の
こ
と
）
二
千
五
百
年
と
い
ふ
紀
號
を
た
て
ゝ
、

異
言
の
人
に
は
、
も
の
い
は
ま
ほ
し
く
お
も
ふ
こ
と
な
り
。

　

隆
正
が
、
神
武
天
皇
即
位
紀
元
（
皇
紀
）
と
キ
リ
ス
ト
降
誕
紀
元

（
西
暦
）
を
対
比
し
て
、
両
紀
元
の
本
質
的
な
相
違
に
論
及
し
て
い

る
点
は
、
注
目
に
値
す
る
。
隆
正
は
、
そ
の
著
『
馭
戎
問
答
』（
一

八
五
五
）
に
お
い
て
、
我
が
国
の
歴
史
に
は
大
き
な
節
目
と
な
っ
た

十
度
の
「
革
運
」
が
あ
っ
た
と
し
、
神
武
天
皇
の
御
即
位
は
、「
第

三
革
運
」
に
当
る
と
し
た
（
（（
（

。
こ
の
『
馭
戎
問
答
』
は
、
安
政
二
年

（
一
八
五
五
）
に
、
東
湖
に
よ
っ
て
内
々
に
斉
昭
に
献
上
さ
れ
て
い
る
（
（（
（

。

　

民
衆
レ
ベ
ル
で
の
記
録
に
は
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）
に
決
起

し
た
大
塩
平
八
郎
の
檄
文
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、「
天
照
皇
太
神
」

の
名
と
と
も
に
、「
中
興　

神
武
帝
」
の
名
が
認
め
ら
れ
て
い
た
（
（（
（

。
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慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
十
二
月
九
日
、
王
政
復
古
の
大
号
令
が

渙
発
せ
ら
れ
た
。「
諸
事
神
武
創
業
ノ
始
ニ
原
ツ
キ
」
と
あ
る
よ
う

に
、「
神
武
創
業
ノ
始
」
に
回
帰
す
る
こ
と
が
標
榜
さ
れ
た
が
、
こ

の
決
定
に
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
の
は
、
大
国
隆
正
の
門
人
で
あ
り
、

岩
倉
具
視
の
賓
師
で
あ
っ
た
玉
松
操
で
あ
る
。
操
曰
く
、「
王
政
復

古
ハ
務
メ
テ
度
量
ヲ
宏
ク
シ
、
規
模
ヲ
大
ニ
セ
ン
コ
ト
ヲ
要
ス
。
故

ニ
官
職
制
度
ヲ
建
定
セ
ン
ニ
ハ
、
當
サ
ニ
神
武
帝
ノ
肇
基
ニ
原
ツ
キ
、

寰
宇
ノ
統
一
ヲ
圖
リ
、
萬
機
ノ
維
新
ニ
從
フ
ヲ
以
テ
規
準
ト
爲
ス
ヘ

シ
」
と
（
（（
（

。
維
新
政
府
は
、
こ
こ
に
、「
明
治
創
業
」
を
目
指
し
て
新

政
策
を
強
力
に
推
進
し
得
る
、「
神
武
創
業
」
に
基
づ
く
精
神
的
基

盤
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

　

神
武
天
皇
即
位
紀
元
の
使
用
例
に
つ
い
て
は
、
先
学
の
研
究
が
多

数
あ
る
（
（（
（

。
使
用
例
の
初
見
は
、『
日
本
書
紀
』
の
編
纂
後
九
十
年
に

し
て
用
い
ら
れ
た
『
歴
運
記
』
の
記
述
の
よ
う
で
あ
る
。
平
田
篤
胤

は
こ
の
書
名
を
『
弘
仁
暦
運
記
』
と
記
し
て
「
暦
」
の
字
を
用
い
て

い
る
が
、『
歴
運
記
』
が
正
し
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
書
は
弘
仁
二

年
（
八
一
一
）
に
撰
述
さ
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
は
現
存
せ
ず
、
そ

の
一
部
が
『
延
喜
式
』
の
目
録
の
次
、
序
の
前
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

「
従
天（

神
武
）皇
元
年
辛
酉
、
至
今
上
弘
仁
二
年
辛
卯
、
合
一
千
四
百
七
十

一
年
也
」
と
記
述
さ
れ
、
神
武
天
皇
御
即
位
か
ら
弘
仁
二
年
ま
で
を

こ
の
よ
う
に
計
算
し
て
い
る
（
（（
（

。
神
武
天
皇
即
位
紀
元
を
意
識
し
た
人

物
の
一
人
に
、
北
畠
親
房
が
い
る
。
親
房
は
、『
神
皇
正
統
記
』
の

第
十
代
・
崇
神
天
皇
の
条
で
「
神
武
元
年
辛
酉
ヨ
リ
此
己
丑
マ
デ
ハ

六
百
二
十
九
年
」
と
書
い
て
お
り
、
ま
た
、
第
二
十
二
代
（
今
日
で

は
第
二
十
一
代
）・
雄
略
天
皇
の
条
で
は
、
外
宮
の
鎮
座
に
つ
い
て

「
垂
仁
天
皇
ノ
御
代
ニ
、
皇
大
神
五
十
鈴
ノ
宮
ニ
遷
ラ
シ
メ
給
シ
ヨ

リ
、
四
百
八
十
四
年
ニ
ナ
ム
ナ
リ
ニ
ケ
ル
。
神
武
ノ
始
ヨ
リ
ス
デ
ニ

千
百
餘
年
ニ
成
ヌ
ル
ニ
ヤ
」
と
記
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

神
武
天
皇
の
御
即
位
を
記
念
追
憶
す
る
思
想
（
神
武
天
皇
に
よ
る

「
天
皇
統
治
の
大
業
の
開
始
」
を
顕
彰
し
よ
う
と
す
る
思
想
）
の
流
れ
は
、

明
治
維
新
を
迎
え
て
「
天
皇
統
治
の
大
業
の
親
裁
」
に
回
帰
す
る
こ

と
を
促
す
こ
と
に
な
る
。

六
．
皇
室
祭
祀
に
お
け
る
「
元
始
祭
」、「
紀
元
節
祭
」

の
処
遇
の
変
遷

　

皇
室
祭
祀
「
元
始
祭
」
並
び
に
同
「
紀
元
節
祭
」
は
、
以
上
見
て

き
た
よ
う
に
、
そ
の
創
始
根
拠
を
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
に
置
い
て

い
る
。
元
始
祭
は
、
開
国
（
皇
位
の
遠
源
）
を
斎
う
祭
典
と
し
て
、

ま
た
、
紀
元
節
祭
は
、
紀
元
の
定
立
（
皇
位
の
創
始
、
す
な
わ
ち
、
天

皇
統
治
の
大
業
の
開
始
）
を
斎
う
祭
典
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
最
高
の
格

式
を
持
っ
て
斎
行
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
明
治
四
十
一
年
九
月
十

八
日
公
布
の
「
皇
室
祭
祀
令
」
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
二
祭

は
「
大
祭
」
と
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
紀
元
節
祭
は
、
昭
和
二
年

ま
で
は
皇
霊
殿
の
み
の
御
親
祭
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
二
年
十
月
十
四
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日
の
「
皇
室
祭
祀
令
」
の
一
部
改
正
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
年
か
ら
は
、

昼
の
御
祭
典
が
三
殿
（
賢
所
、
皇
霊
殿
、
神
殿
）
に
わ
た
る
御
親
祭
に

拡
張
さ
れ
た
（
（（
（

。
両
祭
は
、
戦
後
の
昭
和
二
十
三
年
九
月
ま
で
は
、

「
大
祭
」
と
し
て
は
二
つ
だ
け
三
殿
に
わ
た
る
祭
典
と
し
て
、
そ
れ

こ
そ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
最
高
の
大
祭
の
一
つ
」
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
日
の
「
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
」
の
公
布
に
伴
っ
て
、
皇
室
祭
祀
に
も
検
討
が
加
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
十
月
八
日
付
宮
内
府
庶
務
課
長

名
の
「
皇
室
祭
祀
等
実
施
に
関
す
る
伺
」
に
対
す
る
十
月
十
日
付

「
伺
定
」
で
、
元
始
祭
等
の
大
祭
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
従
前

通
り
「
大
祭
」
と
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
紀
元

節
祭
の
み
は
、
こ
れ
以
後
停
止
と
な
っ
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
（
（（
（

。

（
な
お
こ
の
時
、
小
祭
「
明
治
節
祭
」
も
停
止
と
な
っ
た
。）
た
だ
し
、
十

月
十
日
付
の
「
伺
定
」
で
、
停
止
と
な
っ
た
紀
元
節
祭
等
の
当
日
に

は
、
三
殿
に
臨
時
御
拝
の
こ
と
と
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
天
皇
は
、

昭
和
二
十
四
年
二
月
十
一
日
に
「
臨
時
御
拝
」
を
旬
祭
と
同
じ
作
法

で
御
斎
行
に
な
っ
た
（
（（
（

。
旬
祭
と
は
、「
小
祭
」
よ
り
一
段
格
の
低
い

祭
典
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
、
二
月
十
一
日
の
「
臨
時
御
拝
」
は
旬
祭

の
作
法
で
続
け
ら
れ
、
平
成
の
今
日
も
、
同
様
に
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

七
．
神
宮
祭
祀
に
お
け
る
「
元
始
祭
」、「
紀
元
節
祭
」

の
処
遇
の
変
遷

　

神
宮
で
の
元
始
祭
は
、
明
治
六
年
一
月
三
日
が
初
度
で
あ
る
。

「
神
嘗
祭
由
貴
の
大
御
饌
」
に
倣
っ
て
、
明
治
五
年
十
一
月
二
十
六

日
に
制
定
さ
れ
た
神
宮
元
始
祭
式
に
則
り
、
祭
典
が
厳
か
に
執
り
行

わ
れ
た
（
（（
（

。
神
宮
で
は
、
明
治
四
年
九
月
に
神
御
衣
祭
・
神
嘗
祭
を
大

祭
に
、
天
長
節
祭
以
下
七
つ
の
祭
典
・
神
事
を
中
祭
と
定
め
て
い
る

の
で
（
（（
（

、
初
度
の
元
始
祭
は
「
大
祭
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ

の
初
度
の
元
始
祭
を
実
現
さ
せ
た
伺
書
は
、
明
治
五
年
十
一
月
七
日

付
の
以
下
の
も
の
で
あ
り
、
十
一
月
二
十
七
日
に
伺
の
通
り
決
裁
・

許
可
さ
れ
て
い
た
（
（（
（

。

　
　

神
宮
元
始
祭
御
取
行
之
伺

御
一
新
後　

朝
廷
ニ
於
テ
元
始
祭
被
行
候
ニ
付
而
者
、
神
宮
ニ

於
テ
右
御
祭
典
無
之
而
者
御
不
都
合
ト
相
考
候
条
、
以
来
御
取

行
有
之
度
、
依
之
朝
廷
之
御
祭
典
ニ
照
準
シ
別
典
之
通
見
込
相

立
此
段
相
伺
候
、
至
急
御
差
図
有
之
度
候
也

　

こ
の
伺
書
は
、
神
宮
少
宮
司
・
浦
田
長
民
、
同
大
宮
司
・
北
小
路

随
光
の
署
名
で
、
大
木
教
部
卿
、
宍
戸
教
部
大
輔
、
黒
田
教
部
少
輔

の
三
者
宛
て
に
出
さ
れ
て
い
る
。
神
宮
の
「
元
始
祭
」
は
、
宮
中
に

て
同
祭
が
斎
行
さ
れ
る
故
を
以
っ
て
創
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
明
治
六
年
一
月
二
十
九
日
に
は
、
神
宮
で
初
め
て
、
神
武
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天
皇
御
即
位
日
奉
祝
の
御
饌
が
、
天
長
節
祭
と
同
じ
次
第
に
則
り
供

進
さ
れ
た
（
（（
（

。
す
な
わ
ち
、
初
度
の
紀
元
節
祭
相
当
の
祭
典
（
こ
の
時

に
は
ま
だ
紀
元
節
と
い
う
名
称
は
用
い
ら
れ
て
は
い
な
い
）
は
、
中
祭
扱

い
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
紀
元
節
祭
相
当
の
祭
典
を
実
現
さ
せ

た
の
も
、
神
宮
少
宮
司
・
浦
田
長
民
の
教
部
省
へ
の
以
下
の
伺
で

あ
っ
た
（
（（
（

。
こ
れ
は
、
前
述
し
た
明
治
六
年
一
月
四
日
発
出
の
太
政
官

布
告
第
一
号
に
合
わ
せ
る
べ
く
執
ら
れ
た
措
置
で
あ
っ
た
。
こ
の
伺

は
、
明
治
六
年
一
月
九
日
付
で
大
木
、
宍
戸
、
黒
田
の
三
者
宛
に
出

さ
れ
て
お
り
、
一
月
三
十
日
に
、
伺
の
通
り
決
裁
・
許
可
さ
れ
て
い

る
。　

　

神
宮
神
饌
之
儀
ニ
付
伺

従
前
之
五
節
句　

神
宮
御
祭
典
神
饌
供
進
致
来
候
処
、
今
般
之

御
布
告
ニ
照
準
右
相
廃
シ
、
神
武
天
皇
御
即
位
日
天
長
節
之
両

日
而
已
供
進
致
度
、
此
段
相
伺
候
、
至
急
御
指
揮
有
之
度
候
也

　

神
宮
の
本
格
的
祭
式
集
で
あ
る
『
神
宮
明
治
祭
式
』
は
、
明
治
十

年
十
二
月
十
一
日
に
十
九
冊
の
印
刷
本
が
出
来
た
の
で
、
上
表
文
を

添
え
て
そ
の
奏
上
方
を
内
務
卿
大
久
保
利
通
へ
願
い
出
た
。『
神
宮

明
治
祭
式
』
は
、
こ
の
段
階
で
ほ
ぼ
完
成
を
見
て
い
る
。
祭
典
の
格

式
と
し
て
大
・
中
二
祭
を
挙
げ
、
そ
の
他
を
小
祭
と
見
做
し
て
い
る
。

元
始
祭
（
元
始
祭
大
御
饌
）
は
「
大
祭
」、
紀
元
節
祭
（
紀
元
節
大
御
饌
）

は
「
中
祭
」
と
規
定
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
明
治
二
十
七
年
五
月
九
日
、
内
務
省
訓
第
三
百
二
十

七
号
が
神
宮
司
庁
に
対
し
て
発
令
さ
れ
、
祭
祀
が
「
大
祭
」
と
「
公

式
ノ
祭
祀
」
に
区
分
け
さ
れ
た
。
そ
の
第
二
条
で
、
神
宮
で
の
元
始

祭
は
「
大
祭
」
で
は
な
く
「
公
式
ノ
祭
祀
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
ま

た
、
紀
元
節
（
祭
）
も
、「
公
式
ノ
祭
祀
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
（
（（
（

。

「
公
式
ノ
祭
祀
」
と
は
、
後
年
の
「
中
祭
」
の
こ
と
で
、
従
っ
て
、

元
始
祭
は
、
こ
の
時
点
で
従
来
の
「
大
祭
」
か
ら
格
が
一
つ
下
が
り
、

「
中
祭
扱
い
」
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

　

大
正
三
年
一
月
二
十
四
日
（
官
報　

一
月
二
十
六
日
）
に
は
、「
神

宮
祭
祀
令
」（
勅
令
第
九
号
）
が
公
布
さ
れ
、
そ
の
第
三
条
に
、
元
始

祭
、
並
び
に
紀
元
節
祭
は
、
と
も
に
「
中
祭
」
と
規
定
さ
れ
、
大
正

三
年
四
月
一
日
よ
り
こ
れ
ら
は
施
行
さ
れ
た
。

　

戦
後
は
、
被
占
領
下
の
昭
和
二
十
一
年
一
月
か
ら
二
月
に
か
け
て
、

従
前
の
神
宮
に
関
す
る
法
規
が
こ
と
ご
と
く
廃
止
さ
れ
た
。
二
月
二

日
に
は
、
神
宮
は
国
家
の
行
政
か
ら
完
全
に
分
離
さ
せ
ら
れ
、
以
後
、

一
宗
教
法
人
（
私
法
人
）
と
な
っ
た
。
同
日
、
神
宮
達
第
一
号
を

以
っ
て
「
神
宮
規
則
」
が
示
達
さ
れ
、
そ
の
第
八
条
に
、
元
始
祭
と

紀
元
節
祭
は
「
中
祭
」
と
す
る
旨
が
規
定
さ
れ
た
（
（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
三
年
七
月
二
十
日
に
「
国
民
の
祝
日
に
関

す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、
従
前
の
祭
日
お
よ
び
祝
日
が
廃
止
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
神
宮
で
は
昭
和
二
十
三
年
十
月
二
十
日
に
神
宮

告
示
第
十
三
号
を
以
っ
て
、
元
始
祭
、
紀
元
節
祭
、
天
長
節
祭
、
明

治
節
祭
、
春
季
皇
霊
祭
遙
拝
、
神
武
天
皇
祭
遙
拝
、
秋
季
皇
霊
祭
遙
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拝
、
大
正
天
皇
祭
遙
拝
を
廃
止
し
た
（
（（
（

。

　

昭
和
四
十
一
年
六
月
二
十
五
日
、
国
民
の
祝
日
と
し
て
建
国
記
念

の
日
を
政
令
で
定
め
る
と
す
る
改
正
祝
日
法
が
公
布
さ
れ
、
昭
和
四

十
一
年
十
二
月
九
日
に
は
、「
建
国
記
念
の
日
は
、
二
月
十
一
日
と

す
る
」
旨
の
政
令
第
三
百
七
十
六
号
が
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
を
好
機

と
し
て
、
神
宮
で
は
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
八
日
に
、
神
宮

告
示
第
十
七
号
を
以
っ
て
元
始
祭
を
復
活
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
翌
昭

和
四
十
二
年
二
月
四
日
に
は
、
神
宮
告
示
第
一
号
を
以
っ
て
、
二
月

十
一
日
の
祭
典
「
建
国
記
念
祭
」
を
制
定
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
祭
は
、

祭
式
次
第
を
歳
旦
祭
に
準
じ
て
執
り
行
う
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
中
祭

と
し
て
復
活
並
び
に
制
定
し
た
も
の
と
見
做
し
得
る
（
（（
（

。
以
後
、
神
宮

で
は
、
元
始
祭
並
び
に
建
国
記
念
祭
を
、「
中
祭
」
た
る
恒
例
祭
と

し
て
処
遇
し
、
今
日
に
到
っ
て
い
る
。

八
．
神
社
祭
祀
に
お
け
る
「
元
始
祭
」、「
紀
元
節
祭
」

の
処
遇
の
変
遷

　

明
治
五
年
十
一
月
二
十
三
日
、
太
政
官
式
部
寮
か
ら
、
元
始
祭
式
、

孝
明
天
皇
遥
拜
式
、
神
武
天
皇
即
位
遥
拜
式
に
関
す
る
達
第
三
百
五

十
八
号
が
布
達
さ
れ
た
（
（（
（

。
そ
の
中
の
「
官
幣
國
幣
社
并
府
縣
社
元
始

祭
式
」
に
は
、
以
下
の
文
言
が
記
さ
れ
て
い
た
。

一
月
三
日
宮
中
神
殿
ニ
於
テ　

賢
所
并
八
神
天
神
地
祇
御
歴
代

皇
靈
ヲ
御
親
祭
在
セ
ラ
ル
是
天
日
嗣
ノ
本
始
ヲ
歳
首
ニ
祀
リ
給

フ
義
ナ
ル
ヲ
以
テ
之
ヲ
元
始
祭
ト
稱
ス
地
方
ニ
於
テ
モ
此
大
典

ヲ
遵
奉
シ
官
社
以
下
祭
祀
ヲ
修
シ
官
員
及
ヒ
人
民
悉
ク
參拜

ス

ヘ
シ

　

そ
の
達
に
は
、「
郷
村
社
元
始
祭
式
」、「
孝
明
天
皇
御
陵
遥
拜
式
」、

「
神
武
天
皇
（
即
位
）
御
陵
遥
拜
式
」
も
示
さ
れ
て
い
た
。「
神
武
天

皇
御
陵
遥
拜
式
」
に
示
さ
れ
た
文
言
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

神
武
天
皇
御
即
位
紀
元
ノ
日
新
暦
一
月
二
十
九
日
相
當
ニ
付
毎

歳
御
祭
典
御
遥
拜
在
セ
ラ
ル
依
テ
御
趣
意
ヲ
遵
奉
シ
上
下
一
同

遥
拜
ス
ヘ
シ
敷
設
等　

孝
明
天

皇
ノ
例
ニ
準
ス

　

神
社
祭
祀
に
お
い
て
は
、
天
皇
が
宮
中
で
親
祭
な
さ
れ
る
故
を

以
っ
て
、
明
治
六
年
一
月
の
こ
の
段
階
で
は
、「
元
始
祭
」
を
祭
祀

と
し
て
執
り
行
い
、
紀
元
節
相
当
日
に
は
遙
拝
を
行
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

　

明
治
八
年
四
月
十
三
日
、
式
部
寮
達
「
神
社
祭
式
」
が
、
各
官
国

幣
社
へ
布
達
さ
れ
る
べ
く
太
政
官
式
部
寮
か
ら
各
府
県
宛
に
下
達
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
官
国
幣
社
に
お
い
て
は
、
御
幣
物
が
班わ

か

た

れ
、
か
つ
「
地
方
ノ
長
官
」
あ
る
い
は
「
地
方
ノ
次
官
」
が
参
向
す

る
「
祈
年
祭
」、「
新
嘗
祭
」、「
例
祭
」
の
三
祭
は
、
特
別
扱
い
で
最

上
位
に
置
か
れ
、「
元
始
祭
」
祭
典
、
並
び
に
「
紀
元
節
」
遙
拝
は
、

そ
の
下
位
の
格
式
で
あ
る
「
官
國
幣
社
通
式
」
中
に
分
類
さ
れ
て
い

た
（
（（
（

。
こ
の
式
部
寮
達
で
も
、
天
皇
が
宮
中
に
て
元
始
祭
並
び
に
紀
元

節
祭
を
親
祭
な
さ
れ
る
故
を
以
っ
て
、
祭
典
あ
る
い
は
遙
拝
が
官
国



116明治聖徳記念学会紀要〔復刊第 46 号〕平成 21 年 11 月

幣
社
に
お
い
て
も
執
行
さ
れ
る
べ
き
旨
が
、
明
快
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
。

　

明
治
二
十
七
年
五
月
九
日
に
は
、
内
務
省
訓
第
三
百
二
十
七
号
が

道
庁
府
県
に
対
し
て
発
令
さ
れ
、
神
社
の
祭
祀
は
、「
大
祭
」
と

「
公
式
ノ
祭
祀
」
に
区
分
さ
れ
た
（
（（
（

。
元
始
祭
並
び
に
紀
元
節
遙
拝
は
、

「
大
祭
」
よ
り
一
段
格
の
低
い
「
公
式
ノ
祭
祀
」
中
に
分
類
さ
れ
た
。

「
公
式
ノ
祭
祀
」
と
は
、
後
年
の
「
中
祭
」
に
相
当
す
る
。
ま
た
、

「
遙
拝
」
も
、
こ
の
時
点
で
は
「
祭
祀
の
一
つ
」
と
分
類
さ
れ
て
い

た
。「
祭
祀
」
の
概
念
規
定
が
、
今
日
よ
り
広
義
で
あ
っ
た
の
で
あ

る
。

　

大
正
三
年
一
月
二
十
四
日
（
官
報　

一
月
二
十
六
日
）、
勅
令
第
十

号
と
し
て
「
官
國
幣
社
以
下
神
社
祭
祀
令
」
が
公
布
さ
れ
た
。
そ
の

第
三
条
で
、
元
始
祭
並
び
に
紀
元
節
祭
は
と
も
に
「
中
祭
」
と
規
定

さ
れ
、
大
正
三
年
四
月
一
日
よ
り
こ
れ
ら
は
施
行
さ
れ
た
。
大
正
三

年
四
月
一
日
に
は
、
陸
軍
省
令
第
二
号
と
し
て
「
靖
國
神
社
祭
式
」

が
公
布
さ
れ
、
同
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
省
令
で
も
、
元
始
祭

並
び
に
紀
元
節
祭
は
、
と
も
に
「
中
祭
」
と
規
定
さ
れ
た
（
（（
（

。
大
正
三

年
・
内
務
省
神
社
局
発
出
の
「
祭
祀
令
竝
神
社
祭
式
ノ
改
正
要
項
（
（（
（

」

を
見
る
と
、
大
正
三
年
の
「
官
國
幣
社
以
下
神
社
祭
祀
令
」
の
発
令

を
以
っ
て
、
大
方
の
神
社
は
、
そ
れ
ま
で
「
祭
祀
の
一
つ
」
と
分
類

さ
れ
、
か
つ
、「
中
祭
」
扱
い
と
さ
れ
て
来
た
「
紀
元
節
遥
拝
」
を

と
り
や
め
て
、「
紀
元
節
祭
」
と
い
う
名
称
の
「
中
祭
」
の
祭
典
を

新
た
に
創
始
し
、
こ
れ
を
斎
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
制
度
は
、
昭
和
二
十
一
年
一
月
十
五
日
に
勅
令
第
二
十
二
号
を

以
っ
て
「
官
國
幣
社
以
下
神
社
祭
祀
令
」
が
廃
止
さ
れ
る
ま
で
続
く

こ
と
に
な
る
。

　

昭
和
二
十
一
年
二
月
二
日
、
被
占
領
下
で
神
社
祭
祀
の
官
制
が
廃

止
さ
れ
、
翌
二
月
三
日
、
神
社
本
庁
が
、
新
た
に
包
括
団
体
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日
に
は
神
社
本
庁
設
立

総
会
が
開
か
れ
、
そ
こ
で
議
決
さ
れ
た
「
本
庁
庁
規　

第
五
章
神
社

　

第
一
節
祭
祀
」（
本
庁
庁
規
の
日
付
は
、
遡
っ
て
昭
和
二
十
一
年
二
月

三
日
付
）
の
第
六
十
五
条
に
、
元
始
祭
並
び
に
紀
元
節
祭
は
「
中
祭
」

と
規
定
さ
れ
た
（
（（
（

。
と
こ
ろ
が
、
昭
和
二
十
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
三

日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
神
社
本
庁
第
二
回
評
議
員
会
に
お
い

て
、
本
庁
庁
規
が
根
本
的
に
改
訂
さ
れ
た
（
（（
（

（
新
庁
規
の
日
付
は
、
昭
和

二
十
二
年
三
月
二
十
六
日
付
）。
こ
れ
は
、
被
占
領
下
の
過
酷
な
情
勢

の
も
と
で
已
む
を
得
ず
採
ら
れ
た
非
常
の
措
置
で
あ
っ
た
が
（
（（
（

、
こ
の

結
果
、
神
社
祭
祀
に
お
い
て
は
、
元
始
祭
並
び
に
紀
元
節
祭
は
廃
止

さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
九
日
、
政
令
第
三
百
七
十
六
号
が
公
布
さ

れ
、
建
国
記
念
の
日
が
二
月
十
一
日
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ

て
、
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
十
九
日
、「
国
民
の
祝
日
当
日
神
社
に

於
け
る
祭
儀
取
扱
に
関
す
る
件
の
一
部
を
改
め
る
件
」
が
本
庁
通
達

第
七
号
と
し
て
示
達
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
、「
二
月
十
一
日　

建
国
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記
念
の
日
」
と
い
う
言
葉
の
下
に
、「
建
国
記
念
祭
」
と
「
紀
元
祭
」

と
い
う
新
し
い
二
つ
の
祭
名
が
、
丸
カ
ッ
コ
付
き
で
併
記
さ
れ
て
い

た
（
（（
（

。

　

昭
和
四
十
六
年
六
月
十
五
日
、
本
庁
規
程
第
五
号
を
以
っ
て
祭
祀

規
程
の
全
部
が
、
晴
れ
て
全
面
改
定
さ
れ
た
。
こ
の
神
社
祭
祀
規
程

の
第
三
条
に
、「
元
始
祭
」
並
び
に
「
紀
元
祭
（
紀
元
節
祭
で
は
な
い
）」

が
中
祭
と
規
定
さ
れ
て
復
活
し
、
こ
れ
ら
は
昭
和
四
十
六
年
七
月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
て
、
今
日
に
到
っ
て
い
る
（
（（
（

。

九
．
ま
と
め
〈
今
日
に
お
け
る
課
題
〉

　

皇
室
祭
祀
「
元
始
祭
」
並
び
に
同
「
紀
元
節
祭
」
は
、
明
治
五
年

と
六
年
に
、「
皇
位
の
尊
厳
」
に
深
く
係
る
重
要
な
祭
典
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
皇
室
祭
祀
に
お
け
る
「
最
高
の
大
祭
の
一
つ
」
と
し
て
創

始
さ
れ
た
。
二
祭
の
う
ち
「
元
始
祭
」
は
、
そ
の
後
一
度
も
変
更
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
今
日
ま
で
「
大
祭
」
と
し
て
斎
行
さ
れ
て
来
て
い

る
。
し
か
し
、「
紀
元
節
祭
」
の
方
は
、
被
占
領
下
の
昭
和
二
十
三

年
十
月
に
停
止
さ
せ
ら
れ
た
。
翌
昭
和
二
十
四
年
以
降
は
、
そ
れ
に

替
わ
る
天
皇
に
よ
る
「
臨
時
御
拜
」
が
、
同
祭
を
引
き
継
ぐ
形
で
、

「
小
祭
」
よ
り
一
段
格
の
低
い
「
旬
祭
」
の
作
法
で
年
々
斎
行
さ
れ

て
来
て
い
る
。

　

一
方
、
伊
勢
の
神
宮
並
び
に
各
神
宮
・
神
社
で
は
、
両
祭
ま
た
は

そ
れ
に
準
ず
る
遙
拝
が
、「
天
皇
が
宮
中
で
親
祭
な
さ
れ
る
故
を

以
っ
て
」
明
治
六
年
に
創
始
さ
れ
、
明
治
二
十
七
年
五
月
以
降
は

「
中
祭
」
扱
い
と
さ
れ
た
。
大
正
三
年
に
は
「
紀
元
節
」
遙
拝
が
祭

祀
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
元
始
祭
並
び
に
紀
元
節
祭
は
、
正
式

に
「
中
祭
」
と
規
定
さ
れ
た
。
戦
後
の
一
時
期
、
両
祭
は
廃
止
の
憂

き
目
に
遭
っ
た
が
、
昭
和
四
十
年
代
に
復
活
あ
る
い
は
新
た
に
制
定

さ
れ
て
今
日
に
到
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
中
心
た
る
べ
き
皇
室
祭
祀

の
一
つ
「
紀
元
節
祭
」
は
、
第
一
代
・
神
武
天
皇
の
御
即
位
を
記
念

追
憶
す
る
た
め
に
、
宮
中
に
お
け
る
「
最
高
の
大
祭
の
一
つ
」
と
し

て
復
活
あ
る
い
は
制
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
、
筆
者
に
は
そ
う

思
わ
れ
る
。

註（1
）　
「
皇
室
祭
祀
令
」（
内
閣
官
報
局
編
『
明
治
年
間
法
令
全
書
〈
第
四

十
一
巻
―
2
〉』
所
載
、
原
書
房
、
平
成
元
年
）「
皇
室
令
」
一
―

二
一
頁
。

（
2
）　

八
束
清
貫
「
皇
室
祭
祀
百
年
史
」（『
明
治
維
新
神
道
百
年
史
〈
第

一
巻
〉』
所
収
、
神
道
文
化
会
、
昭
和
五
十
九
年
）
七
二
頁
。

（
3
）　

多
田
好
問
編
『
岩
倉
公
實
記　

下
巻
』（
明
治
三
十
九
年
刊
行
皇

后
宮
職
蔵
版
・
宮
内
省
版
の
復
刻
版
、
書
肆
澤
井
、
平
成
七
年
）

九
五
一
―
九
五
二
頁
。

（
4
）　

前
掲
多
田
好
問
編
『
岩
倉
公
實
記　

下
巻
』
九
八
二
頁
。

（
5
）　

野
村
傳
四
郎
校
訂
『
大
國
隆
正
全
集　

第
一
巻
』（
有
光
社
、
昭

和
十
二
年
）
一
三
九
―
一
四
〇
頁
。

（
6
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
二
百
六
十
一
巻
、
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教
法
十
二
・
祭
典
一
。

（
7
）　

前
掲
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
二
百
六
十
一

巻
。

（
8
）　

日
本
古
典
文
學
大
系
67
『
日
本
書
紀 

上
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
四

十
二
年
）
一
四
七
頁
。

（
9
）　

小
田
村
寅
二
郎
・
小
柳
陽
太
郎
共
編
『
歴
代
天
皇
の
御
歌
』（
日

本
教
文
社
、
昭
和
四
十
八
年
）
一
―
四
三
四
頁
。
並
び
に
、
小
田

村
寅
二
郎
著
『
日
本
思
想
の
源
流
―
歴
代
天
皇
を
中
心
に
―
』（
日

本
教
文
社
、
昭
和
四
十
六
年
）
一
九
七
―
二
〇
〇
頁
。

（
10
）　

平
田
俊
春
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
の
歴
史
的
変
遷 

―
『
古
事
記
』

よ
り
『
神
皇
正
統
記
』
ま
で 
―
」（
神
道
文
化
会
創
立
三
十
五
周

年
記
念
出
版
委
員
会
編
『
天
照
大
御
神
（
研
究
篇
一
）』
所
収
、

神
道
文
化
会
、
昭
和
五
十
七
年
）
七
〇
―
八
一
頁
。

（
11
）　

前
掲
平
田
俊
春
「
天
壌
無
窮
の
神
勅
の
歴
史
的
変
遷 

―
『
古
事

記
』
よ
り
『
神
皇
正
統
記
』
ま
で 

―
」
九
一
―
一
〇
一
頁
。
並

び
に
、
平
田
俊
春
著
『
神
皇
正
統
記
の
基
礎
的
研
究
』（
雄
山
閣

出
版
、
昭
和
五
十
四
年
）
一
―
八
四
九
頁
。

（
12
）　

後
藤
三
郎
著
『
闇
齋
學
統
の
國
體
思
想
』（
金
港
堂
書
籍
、
昭
和

十
六
年
）
三
一
―
三
六
頁
。

（
13
）　

前
掲
平
田
俊
春
著
『
神
皇
正
統
記
の
基
礎
的
研
究
』（
雄
山
閣
出
版
、

昭
和
五
十
四
年
）
八
二
二
―
八
二
三
頁
。

（
14
）　

高
須
芳
次
郎
編
著
『
藤
田
東
湖
全
集　

第
二
巻　

弘
道
館
記
述
義
』

（
章
華
社
、
昭
和
十
年
）
三
七
―
四
八
頁
。

（
15
）　

中
村
幸
弘
・
西
岡
和
彦
編
著
『『
直
毘
霊
』
を
読
む
―
二
十
一
世

紀
に
贈
る
本
居
宣
長
の
神
道
論
―
』（
右
文
書
院
、
平
成
十
四
年

版
）
九
頁
。

（
16
）　

宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀 

第
二
』（
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
四
十
四

年
）
七
八
六
頁
。

（
17
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
二
百
六
十
二
巻
、

教
法
十
三
・
祭
典
二
。

（
18
）　

前
掲
日
本
古
典
文
學
大
系
67
『
日
本
書
紀 

上
』
二
一
三
頁
。

（
19
）　

所
功
著
『
平
安
朝
儀
式
書
成
立
史
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
昭

和
六
十
年
）
三
九
二
―
四
二
六
頁
。

（
20
）　

平
田
俊
春
「
古
代
・
中
世
に
お
け
る
神
武
紀
元
の
使
用
」（
中
山

久
四
郎
編
『
神
武
天
皇
と
日
本
の
歴
史
』
所
収
、
小
川
書
店
、
昭

和
三
十
六
年
）
一
三
五
頁
。

（
21
）　

藤
井
貞
文
「
明
治
維
新
前
後
に
お
け
る
神
武
天
皇
景
仰
の
思
想
と

紀
元
節
の
制
定
」（
中
山
久
四
郎
編
『
神
武
天
皇
と
日
本
の
歴
史
』

所
収
、
小
川
書
店
、
昭
和
三
十
六
年
）
一
九
〇
―
一
九
一
頁
。

（
22
）　

宮
内
廳藏

版
『
孝
明
天
皇
紀 

第
四
』（
平
安
神
宮
、
昭
和
四
十
三

年
）
四
一
八
―
四
一
九
頁
、
五
三
七
頁
、
九
二
六
―
九
二
七
頁
。

並
び
に
、『
孝
明
天
皇
紀 

第
五
』（
平
安
神
宮
、
昭
和
四
十
四
年
）

一
八
六
―
一
九
二
頁
、
五
〇
二
―
五
〇
四
頁
。

（
23
）　

堀
田
璋
左
右
著
『
譯
文
吾
妻
鏡
標
註 

第
一
冊
』（
東
洋
堂
、
昭
和

十
八
年
）
一
二
八
―
一
二
九
頁
。

（
24
）　

名
越
時
正
「
水
戸
学
派
に
お
け
る
神
武
天
皇
回
顧
の
思
想
」（
中

山
久
四
郎
編
『
神
武
天
皇
と
日
本
の
歴
史
』
所
収
、
小
川
書
店
）

一
五
九
―
一
七
五
頁
。

（
25
）　

高
須
芳
次
郎
編
『
水
戸
義
公
・
烈
公
集
（
水
戸
學
大
系
第
五
巻
）』

（
井
田
書
店
、
昭
和
十
六
年
）
三
二
一
―
三
二
三
頁
。

（
26
）　

前
掲
高
須
芳
次
郎
編
著
『
藤
田
東
湖
全
集　

第
二
巻　

弘
道
館
記

述
義
』
三
八
頁
。

（
27
）　

前
掲
野
村
傳
四
郎
校
訂
『
大
國
隆
正
全
集　

第
一
巻
』
二
九
―
三

〇
頁
。
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（
28
）　

前
掲
野
村
傳
四
郎
校
訂
『
大
國
隆
正
全
集　

第
一
巻
』
一
三
九
―

一
四
四
頁
。

（
29
）　

前
掲
野
村
傳
四
郎
校
訂
『
大
國
隆
正
全
集　

第
一
巻
』「
大
國
隆

正
全
集
第
一
巻
の
首
に
」
五
頁
。

（
30
）　

岡
本
良
一
著
『
大
塩
平
八
郎
』（
創
元
社
、
昭
和
五
十
年
）
一
〇

一
―
一
〇
四
頁
。

（
31
）　

前
掲
多
田
好
問
編
『
岩
倉
公
實
記　

下
巻
』
五
九
―
六
二
頁
。

（
32
）　

例
え
ば
、
日
本
文
化
研
究
会
編
『
神
武
天
皇
紀
元
論
―
紀
元
節
の

正
し
い
見
方
―
』（
立
花
書
房
、
昭
和
三
十
三
年
）
所
収
の
、
平

田
俊
春
「
日
本
書
紀
の
紀
年
と
神
武
天
皇
即
位
の
日
に
つ
い
て
」

（
一
一
六
―
一
六
〇
頁
）、
久
保
田　

収
「
中
世
に
お
け
る
建
国
精

神
」（
一
九
五
―
二
〇
七
頁
）、
三
木
正
太
郎
「
近
世
に
お
け
る
建

国
精
神
」（
二
〇
七
―
二
二
五
頁
）、
荒
川
久
寿
男
「
明
治
初
年
に

お
け
る
創
業
の
精
神
」（
二
三
六
―
二
四
九
頁
）、
並
び
に
、
中
山

久
四
郎
編
『
神
武
天
皇
と
日
本
の
歴
史
』（
小
川
書
店
、
昭
和
三

十
六
年
）
所
収
の
、
前
掲
平
田
俊
春
「
古
代
・
中
世
に
お
け
る
神

武
紀
元
の
使
用
」（
一
二
三
―
一
三
八
頁
）、
中
山
久
四
郎
「
江
戸

時
代
に
お
け
る
神
武
紀
元
の
尊
重
」（
一
三
九
―
一
五
八
頁
）、
前

掲
名
越
時
正
「
水
戸
学
派
に
お
け
る
神
武
天
皇
回
顧
の
思
想
」（
一

五
九
―
一
七
五
頁
）、
前
掲
藤
井
貞
文
「
明
治
維
新
前
後
に
お
け

る
神
武
天
皇
景
仰
の
思
想
と
紀
元
節
の
制
定
」（
一
七
九
―
二
〇

四
頁
）
等
が
あ
る
。

（
33
）　

土
田
直
鎮
「
公
卿
補
任
の
成
立
」（『
國
史
學
』
第
六
五
号
所
収
、

昭
和
三
十
年
）
二
三
―
二
七
頁
。

（
34
）　

日
本
古
典
文
學
大
系
87
『
神
皇
正
統
記　

増
鏡
』（
岩
波
書
店
、

昭
和
五
十
八
年
版
）
七
二
頁
、
八
六
頁
。

（
35
）　

拙
稿
「
皇
室
祭
祀
『
紀
元
節
祭
』
に
関
す
る
一
考
察
」（『
國
學
院

大
學
大
學
院
紀
要
―
文
学
研
究
科
―
』
第
四
十
輯
所
収
、
平
成
二

十
一
年
）
三
七
―
五
四
頁
。

（
36
）　

大
原
康
男
著
『
神
道
指
令
の
研
究
』（
原
書
房
、
平
成
五
年
）
一

五
三
―
一
五
六
頁
。

（
37
）　

鎌
田
純
一
著
『
皇
室
の
祭
祀
』（
神
社
本
庁
研
修
所
、
平
成
二
十

年
版
）
七
五
―
七
七
頁
。

（
38
）　

胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
百
年
の
歩
み　

第
一
章　

神
宮
の
祭
祀
」

（『
明
治
維
新
神
道
百
年
史
（
第
一
巻
）』
所
収
、
神
道
文
化
会
、

昭
和
五
十
九
年
版
）
三
七
六
頁
。
並
び
に
、
前
掲
国
立
公
文
書
館

所
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
二
百
六
十
二
巻
。

（
39
）　

前
掲
胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
百
年
の
歩
み　

第
一
章　

神
宮
の
祭
祀
」

三
七
〇
頁
。

（
40
）　

胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
の
祭
祀
」（
神
宮
司
庁
編
『
神
宮
・
明
治
百

年
史　

上
巻
』
所
収
、
神
宮
司
庁
文
教
部
、
昭
和
四
十
三
年
）
一

九
七
頁
、
二
〇
三
頁
。

（
41
）　

前
掲
胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
百
年
の
歩
み　

第
一
章　

神
宮
の
祭
祀
」

三
七
六
頁
。

（
42
）　

前
掲
胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
の
祭
祀
」
二
〇
七
頁
。

（
43
）　

中
西
正
幸
著
『
神
宮
祭
祀
の
研
究
』（
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九

年
）
六
一
一
頁
。

（
44
）　

前
掲
胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
の
祭
祀
」
二
三
四
頁
。

（
45
）　

前
掲
胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
の
祭
祀
」
二
四
〇
頁
。

（
46
）　

前
掲
胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
の
祭
祀
」
二
四
〇
頁
。

（
47
）　

前
掲
胡
麻
鶴
醇
之
「
神
宮
の
祭
祀
」
二
四
一
頁
。

（
48
）　

前
掲
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
二
百
六
十
一

巻
。

（
49
）　

前
掲
国
立
公
文
書
館
所
蔵
『
太
政
類
典
』
第
二
編
第
二
百
六
十
一
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巻
。

（
50
）　

皇
典
講
究
所
編
『
増
補
訂
正
現
行
神
社
法
規
』（
皇
典
講
究
所
國

學
院
大
學
出
版
部
、
明
治
四
十
一
年
版
）
二
六
七
頁
。

（
51
）　
「
靖
國
神
社
祭
式
」（
内
閣
印
刷
局
編
『
大
正
年
間
法
令
全
書
〈
第

三
巻
―
4
〉』
所
載
、
原
書
房
、
昭
和
六
十
一
年
）「
省
令
」
一
三

二
―
一
四
二
頁
。

（
52
）　

神
祇
院
總
務
局
監
輯
『
最
新
神
社
法
令
要
覽
』（
東
京
京
文
社
、

昭
和
十
六
年
）
二
一
一
―
二
一
三
頁
。

（
53
）　

長
谷
晴
男
編
『
神
社
祭
祀
関
係
法
令
規
程
類
纂
』（
国
書
刊
行
会
、

昭
和
六
十
一
年
）
九
七
―
九
八
頁
。

（
54
）　

前
掲
長
谷
晴
男
編
『
神
社
祭
祀
関
係
法
令
規
程
類
纂
』
一
〇
一
―

一
〇
二
頁
。

（
55
）　

神
社
本
廳
編
『
神
社
祭
祀
関
係
規
程　

附
解
説
』（
神
社
新
報
社
、

平
成
十
四
年
版
）
三
頁
。

（
56
）　

前
掲
長
谷
晴
男
編
『
神
社
祭
祀
関
係
法
令
規
程
類
纂
』
一
四
二
―

一
四
三
頁
。

（
57
）　

前
掲
長
谷
晴
男
編
『
神
社
祭
祀
関
係
法
令
規
程
類
纂
』
一
四
三
―

一
四
四
頁
。

（
國
學
院
大
學
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）




